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背景 
マンニトール、高張生理食塩水、そしてプロゲステロンは頭部外傷後の白血球の集積を鈍ら
せるかもしれない。そこで我々は、プロゲステロンは頭部外傷による挫傷周囲での白血球集
積をマンニトールや高張生理食塩水といったオズモテラピーよりも減少させると仮定した。 
方法 
CD1マウスに controlled cortical impactで頭部外傷を作成しオズモテラピーあるいはプロゲス
テロンで加療を行った。頭部外傷より 32時間後に生体顕微鏡を用いて白血球の血管内皮細胞
に対する介入をみた。そして、免疫染色を挫傷周囲での多核白血球の検出に用いた。神経学
的回復は安楽死の前に評価した。 
結果 
マンニトールのグループがプロゲステロンに比べて有意に白血球の集積を抑えた。また、免
疫染色においてもプロゲステロンに比べて有意に組織への集積を抑えた。しかし、プロゲス
テロンはオズモテラピーよりも神経学的回復においては良い傾向にあった。 
結語 
損傷した脳への白血球の集積はマンニトール投与群で最も低かった。どのような物質が 2 次
性脳損傷の進行に影響を与えるのか、人間での更なる評価が求められる。 
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